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ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から かい２６

めに、何度もリワークを繰り返しているので
す。このような苦痛から逃れるために、多くの
人は、物事を深く考えないようにする「術」を
身に付けています。
　この状態で、「素晴らしい成果を期待」する
こと自体、矛盾しています。素晴らしい成果を
期待するなら、部下が「いい仕事がしたい」と
いう気持ちをそのまま仕事に表現できる環境を
作らなければなりません。そして、よい習慣を
身に付けさせること、これがマネージャーの大
きな責務であることを認識していただきたいの
です。

 合理性のないプロセスを変える勇気

　ほとんどの大きな問題は、自分一人で解決で
きる問題ではありあんせん。自分の領域で、
もっとやることはあるとは思っても、それだけ
で解決しないことも確かなのです。問題は作業
の流れなのです。いつの間にかそこに存在する
「作業の流れ」があって、自分のところだけ流
れを変えようと思っても、水の方はそんなこと
に構わず、今まで通りのところに流れてくるの
です。その上「支流」の問題もあります。そう
なると、もう１担当者のレベルはもちろん、時
にはチームリーダーの範囲をも越えてしまいま
す。
　でも、そのような流れが存在している限り、
紙切れ１枚の仕様で作業に入るしかなく、試作
と本番の区別も付かず、必要な作業（プロセ
ス）が安易に省かれる結果、度重なるリワーク
が発生し、さらに時間が浪費するという「川の
特徴」は変わらないのです。
　その川の流れは、恐らく自然発生的に出来上
がったものと思われます。考え付くままに、流
れを作っていった結果、支流も含めて「現状」
のような形になったのでしょう。でもそのよう
な川の流れの下では、部下に「よりよい習慣」
を身に付けてもらうことは出来ないのです。
　プロセスを変えると言うことは、今の川が存
在の合理性を失って氾濫する前に、「運河」を
引いて流れを変えようということです。やった
ことの無い人や、川全体を見通す術を持たない
人にとっては、とても勇気がいるかもしれませ
んが、どこかでやるしかないでのす。ガイドと
一緒に始めるしかないのです。部下により良
い習慣を身に付けてもらう には、ここに踏み
込むしかないのです。
　　　　　　　（次号に続く）

　部下に大きな期待を寄せれば、彼らはずっとよい仕事をするだろう。Warren Bennis の調査
は、上司が部下に期待をすればするほど（明らかに限度はあるが）よい結果が達成されることを
明確に示している。多くの実験で、さまざまな人の混成グループを２つのサブグループに分け、
全く同じ目標を与え、１つのサブグループは素晴らし成果を期待しているように扱い、もう１つ
のサブグループを平凡な成果を期待しているように扱うと、どの実験結果も素晴らしい成果を期
待されたサブグループが他のグループよりずっとよい成果を挙げた。
　上司が部下に素晴らしい仕事を期待していることはさまざまなかたちで示すことができる。率
先して（よく働き、うまくいった仕事を誇りに思い、仕事中にコンピュータ・ゲームをしない）
例を示せ。部下に、ベストの成果が達成できるように教育・訓練の機会を与えよ。卓越した行動
に対して報いを与えよ（ただし、原理１３８を参勝せよ）。よりよい成果をあげ、よりよい習慣
を身に付けさせるために、あまり成果があがっていない部下を、コーチし、個人指導し、おだ
て、そしてやる気にさせることを試みよ。もしあなた（または彼等）がそれに失敗したら、組織
または会社の中で、彼等にもっと合った仕事を見つけてあげることだ。不適切な仕事を彼等にい
つまでもまかせていてはいけないが、それに同情も示す必要もある。彼等をそのままにしておけ
ば、製品の品質が悪くなるだけでなく、他の部下が、質の悪い仕事振りでも許されると思うよう
になるだろう。
（２０１の鉄則：原理１３５＜管理の原理＝素晴らしい仕事を期待せよ＞）
注：　下線は編集者の判断です。原理１３８＝人は思いもよらない動機で仕事をしている

▲ソフトウェア技術は防衛産業によって育てられてきたと言っても過言ではありません。「ソ
フトェア・エンジニアリング」と言う言葉は「ＮＡＴＯ軍」によって初めて使われたものです
し、私が使っている「ＣＭＭ」も実際は、国防総省が支援しています。この他、「ＮＡＳＡ」
も高度なソフトウェア開発を目指した活動を進めています。
▲ありがたいことに、ＳＥＩもＮＡＳＡも、その技術をインターネットで惜しげもなく公開（無
料）してくれているのです。これが１民間企業の技術であれば、こうは行きません。その証拠
に、「シックスシグマ」の方は、そのイントロだけが公開されているだけで、コンサルティン
グを受けない限り、具体的な内容を知る方法はありません。
▲防衛産業は税金を使っています。議会のチェック機能がしっかりしているところでは、予算
の使用効率が厳しく追及され、それがソフトウェアの技術の向上を裏で支えているのです。当
たらないミサイルに予算を使えないのです。また、ＮＡＳＡも失敗は許されない状況から、非
常に高いレベルのソフトウェア開発能力が求められます。
▲が国の防衛庁の調達コストは世界でも高いといわれている。議会にチェック機能ないのと、
「国産化」という大義名分の下に、見積もりの水増しが横行してきた実体が明らかになったが、
チェックの厳しさの無いところに、高い技術は育たないことを忘れてはならない。

育たぬソフト産業防衛産業は 甘～い甘～い 汁

　　―　解　　説　―

　この原理１３５は、我々に大きな問題を投げ
掛けています。例えば、部下に期待していない
上司はいないでしょう。もし居たら大変です。
ただ、期待の程度が問題なのと、期待とは別に
「部下が仕事をすることは義務だと」思う程度
の大きさが問題です。意外と、前者より後者の
方がず～っと強い「上司」が多いのではないで
しょうか。特に、その人自身、これまで「いい
仕事」をしてきたという実感や誇りを手にして
いない場合、後者に傾斜する傾向が高くなるこ
とは否めません。
　原理１３５は、単に部下に期待しなさいと
言っているのではありません。そのような期待
は、必ずや裏切られることでしょう。もしかす
ると、そのような経験の中からも、後者の方に
傾いていったのかもしれません。そうだとすれ
ば、それは間違った選択です。そんな所からは
何 も 展開 しな い でし ょう し 、そ れこ そ
「management」の放棄と言われても反論できな
いでしょう。

　　　期待をかたちで表すこと

　大事なことは、期待する気持ちを「形」や
「行動」に表すことです。そういう思いを言葉
にして伝えることはもちろん、制度面でも工夫
することができます。昔、そのような進言をし
たとき、「会社として決まっていることだか
ら、自分のところで勝手に変えることはできな
い」と即座に反論されたことがあります。で
も、その組織は数年前に消えてしまいました。
市場の要請に全く応えることが出来なくなった
からです。
　形に表す方法については、原理１３５に幾つ
か例が上げられています。というより、殆どこ
れで全部ですが、あえて１つ付け加えるとすれ
ば、複数のグループが絡んでいる場合、グルー
プ間の仕事の段取りの問題などは、担当者レベ
ルでは解決しません。ＣＭＭでいうところの

「現場で解決出来ない問題」に対して、上司が
積極的に解決しようと動くことも、期待の一つ
の表現としてはとても有効です。「私もやるか
ら、皆も素晴らしい成果をあげて欲しい」とい
う気持ちがあれば、そのような行動は可能で
しょうし、それこそ、上司でなければ勤まらな
い部分です。今まではそのような段取りでやっ
てきたかも知れませんが、それが現実に障害と
なっている以上、放置しておくことは、間違い
なく士気の低下を招くはずです。

　　みんな喜ばれる仕事がしたい

　そもそも、誰もが喜ばれる仕事をしたいと
思っているのです。約束の期日を遅らせ、その
うえ多くのバグを出して納得している人はいな
いのです。仕事をする動機が、自己実現であろ
うと、生活のためであろうと、バグを出して何
度もリワークをして充実感を味わっている人は
いないでしょう。
　でも、現実は納期に追われ、バグに潰されそ
うになっているのです。仕様の確認を省いたた
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デ
フ
レ
・
ス
パ
イ
ラ
ル

の
に
入
っ
た
か
ど
う
か

と
い
う
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
最
中
、
今
月
末

の
（
中
間
）
決
算
を
控

え
、
そ

れ
ぞ
れ

の
企
業

で
は
、

経
営
方

針
を
巡
っ
て
盛
ん
な
議
論

が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
大
い
に
、
議
論

す
れ
ば
い
い
。
議
論
と
い

う
の
は
、
違
っ
た
意
見
の
中
に
重
要
な
問

題
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
を
探
す
行
為
で

も
あ
る
。
人
は
、
立
場
で
物
を
考
え
る
性

質
が
あ
る
。
裏
返
せ
ば
、
そ
の
人
の
立
場

で
し
か
物
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
だ

か
ら
、
立
場
の
違
う
人
や
、
責
任
範
囲
の

異
な
る
人
を
集
め
て
、
議
論
す
る
の
で
あ

る
。

だ
が
、
こ
の
国
の
経
営
者
の
多
く
は
、
今

の
状
況
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

判
断
ミ
ス
や
間
違
っ
た
行
動
を
し
て
き
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
「
取
り
巻

き
」
で
あ
る
。
議
事
の
進
行
を
ス
ム
ー
ス

に
す
る
た
め
、
自
分
と
意
見
を
同
じ
く
す

に
な
る
が
、
今
の
日
本
の
社
会
は
、
全
体

と
し
て
そ
れ
に
対
応
で
き
て
い
な
い
の

で
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は
苦
労
す
る
だ
ろ

う
。
だ
が
こ
の
先
、
行
き
詰
ま
っ
た
既
成

概
念
を
打
ち
破
る
の
は
、
も
し
か
し
た
ら

彼
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
●

　
他
に
も
あ
る
。
行
政
機
構
を
ス
リ
ム
化

す
る
方
法
と
し
て
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
と

か
い
う
制
度
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
イ
ギ
リ
ス
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」

と
い
う
の
も
、
イ
ギ
リ
ス
製
で
あ
る
。
逆

に
、
「
自
前
」
の
臓
器
移
植
の
仕
組
み
は

全
く
機
能
し
な
い
。
ま
さ
に
「
均
質
」
の

産
物
な
の
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
法
案

の
提
案
者
た
ち
も
、
そ
の
こ
と
に
は
触
れ

よ
う
と
は
し
な
い
。
企
業
に
於
け
る
「
標

準
化
案
」
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
●

　
私
自
身
、
客
先
か
ら
「
そ
の
方
法
は
ど

こ
か
で
実
施
し
て
い
ま
す
か
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
他
で
も
や
っ
て
い

る
の
な
ら
、
自
分
た
ち
も
や
ら
な
い
わ
け

に
は
行
か
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
も
「
均
質
」
の
顔
が
ち
ら
っ
と
覗
く
。

人
と
違
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
長
い
間
「
多
様
性
」
を
避
け

て
き
た
こ
と
が
、
つ
い
に
は
国
と
し
て

「
転
換
す
べ
き
時
に
継
続
を
選
ぶ
」
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
均

質
」
の
中
で
は
、
「
出
る
杭
」
は
叩
か
れ

る
。
前
例
が
な
い
と
か
、
混
乱
が
起
き
る

と
か
、
叩
く
方
法
は
幾
ら
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
●

　
此
処
に
来
て
、
こ
の
国
が
「
多
様
性
」

を
避
け
て
き
た
（
少
な
く
と
も
、
積
極
的

に
育
て
て
こ
な
か
っ
た
）
こ
と
が
、
企
業

に
お
い
て
経
営
の
決
断
を
遅
ら
せ
、
現
場

の
生
産
性
を
低
下
さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
国
の
政
治
の
決
断
を
も
狂
わ
せ

た
と
し
た
ら
、
我
々
は
歴
史
に
対
し
て
責

め
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
◆

の
現
場
か
ら
は
み
出
し
た
形
で
表
面
化
す

る
。
学
校
に
行
け
な
い
子
供
た
ち
は
、
「
均

質
」
の
世
代
か
ら
見
る
と
、
「
均
質
」
の
枠

か
ら
は
み
出
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
問
題
と

し
て
見
え
る
だ
ろ
う
。

　
実
際
に
自
分
の
意
見
を
持
っ
た
し
っ
か
り

し
た
子
供
が
、
「
均
質
」
の
世
界
の
中
で

「
問
題
児
」
に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
、
何

例
か
こ
の
目
で
見
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
年

と
い
う
時
間
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
確
実
に
彼

ら
は
学
校
か
ら
は
み
出
し
て
し
ま
う
。
い

や
、
「
均
質
」
の
世
界
が
彼
ら
を
拒
否
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
日
常
の
生
活
環
境
の
中
で

無
意
識
に
「
多
様
性
」
を
身
に
付
け
た
子
供

た
ち
に
は
、
「
均
質
」
の
世
界
と
の
接
点
を

見
出
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
●

　
親
の
方
も
、
学
校
の
中
に
入
れ
な
い
原
因

が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
一
旦
は

「
均
質
」
の
方
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
す
る

が
、
多
く
は
失
敗
す
る
。
そ
う
し
て
初
め

て
、
我
が
子
の
「
多
様
性
」
を
認
め
る
よ
う

イ
ス
に
本
拠
を
置
く
「
Ａ
Ｂ
Ｂ
社
」
の
経
営

上
の
意
思
決
定
機
関
は
八
名
で
構
成
さ
れ
て

い
る
が
、
国
籍
は
七
種
類
だ
と
い
う
。
こ
の

「
Ａ
Ｂ
Ｂ
社
」
と
三
菱
重
工
が
市
場
で
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
が
、
九
六
年
あ
た
り
か
ら
重
工

に
と
っ
て
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
確
か
に
、
組
織
に
お
い
て
は
「
均
質
」
は

扱
い
安
い
が
、
逆
に
そ
こ
で
は
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
技
術
が
育
た
な
い
し
、
作
業
の
標
準

化
も
進
ま
な
い
。
こ
れ
ま
で
人
の
流
動
性
が

低
か
っ
た
た
め
、
そ
の
必
要
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
日
本
か
ら
世
界
に
通

用
す
る
経
営
者
が
生
ま
れ
な
い
こ
と
と
関
係

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
●

　
今
日
の
教
育
の
現
場
の
混
乱
も
、
「
均

質
」
と
「
多
様
性
」
の
衝
突
と
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
コ
ー
ス

も
、
多
様
性
の
時
代
に
ま
っ
た
く
適
合
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
い
や
、
「
均
質
」
の
世

代
に
は
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
の

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
「
多
様
性
」
は
教
育

る
者
を
集
め
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
で
は

異
な
る
意
見
の
持
ち
主
は
疎
ん
じ
ら
れ
て

き
た
。
今
、
山
一
証
券
の
公
判
が
行
な
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
公
表
さ
れ
て
い
る

資
料
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、
防
衛
庁
の

資
材
調
達
で
も
同
じ
構

造
が
見
ら
れ
る
。

経
営
会
議
で
も
、
各

部
署
の
会
議
で
も
、

「
同
じ
意
見
で
す
」

と
い
う
人
は
、
組
織

や
会
議
の
メ
ン
バ
ー

構
成
に
お
い
て
、
そ

の
人
の
必
要
性
を
再
検
討
す
べ
き
だ
し
、

逆
に
、
同
じ
意
見
を
持
つ
人
を
集
め
た
が

る
人
は
、
間
違
い
を
犯
す
可
能
性
が
高

い
。

「
二
人
の
人
が
同
じ
意
見
を
持
っ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の

ひ
と
り
は
余
分
で
あ
る
」

　
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・
コ
ヴ
ィ
ー
）

　
こ
の
国
は
、
ど
う
や
ら

「
多
様
性
」
を
避
け
て
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
方
の
専
門
家
で
は

な
い
の
で
、
い
つ
頃
か
ら
か

は
云
え
な
い
が
、
少
な
く
と

も
、
敗
戦
か
ら
今
日
ま
で
、

そ
う
し
て
き
た
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。

　
確
か
に
、
戦
後
の
復
興
に

は
、
「
均
質
」
が
有
利
に
働

い
た
。
国
を
上
げ
て
再
興
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

に
、
「
多
様
性
」
は
都
合
が

良
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
均

質
の
世
界
か
ら
は
み
出
す
こ

と
は
、
同
時
に
生
活
の
場
を

失
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
の
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

が
、
「
生
」
と
か
「
純
」
と
い
う
言
葉
が

好
ま
れ
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
気
質
を
表

し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
●

　
だ
が
、
今
日
の
閉
塞
感
が
、
こ
れ
ま
で

我
が
国
が
大
事
に
し
て
き
た
「
均
質
」
と

無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ

る
。
七
年
経
っ
て
も
、
バ
ブ
ル
崩
壊
の
混

乱
か
ら
経
済
を
立
て
直
せ
な
い
の
も
、
学

校
が
子
供
に
と
っ
て
有
意
義
な
場
で
な
く

な
っ
て
い
る
の
も
、
迫
り
来
る
少
子
高
齢

化
に
対
し
て
、
全
く
有
効
な
手
立
て
を
講

じ
え
な
い
の
も
、
行
政
の
ス
リ
ム
か
や
、

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
問
題
、
不
良
債
権
処
理

な
ど
で
、
独
自
案
が
出
せ
ず
、
い
つ
も
世

界
に
「
前
例
」
を
求
め
る
の
も
、
世
界
の

今月の

 一  言

リ
ー
ダ
ー
に
期
待
さ
れ
て
い
な
が
ら
尻
込
み

し
て
い
る
の
も
、
「
多
様
性
」
の
欠
如
と
は

無
関
係
に
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
●

　
先
進
国
と
云
わ
れ
る
国
で
、
職
場
の
中
に

外
国
人
が
こ
れ
程
少
な
い
国
も
珍
し
い
だ
ろ

う
。
経
済
大
国
と
云
わ
れ
、
経
済
の
ボ
ー
ダ

レ
ス
化
が
叫
ば
れ
、
品
物
だ
け
で
な
く
、
人

も
資
本
も
自
由
に
動
く
時
代
に
な
っ
て
い
る

の
に
、
首
都
圏
の
ご
く
一
部
の
業
種
の
極
く

一
部
の
職
場
以
外
は
、
殆
ど
「
日
本
人
」
だ

け
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
新
し
い
発
想
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
「
源
」
か
ら

水
が
湧
き
出
し
て
こ
な
い
で
は
な
い
か
。
ス

多様性多様性っ
も

と
を

受け入れよ


